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１．はじめに

北川　今月号の特集テーマは「独立社外取締役の
新たな役割」である。最近、企業の不祥事が相次

ぎ、そのたびに経済誌で、「独立社外取締役の機

能不全」というセンセーショナルな見出しを付け

た記事がみられる。一方で、一部の機関投資家か

らは、中長期の企業価値向上を促すという高い役

割期待を独立社外取締役（以下、社外取締役）に

求める動きも出てきている。社外取締役と機関投

資家との直接ミーティングも珍しくなくなった。

さらに、コーポレートガバナンス・コード改訂の

たびに、社外取締役の取締役会における役割期待

が大きくなり、それとともに、社外取締役の評価
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